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試 験 種 別 試 験 科 目 専門分野

伝 送 交 換 主 任 技 術 者
専門的能力 伝 送

旧第２種伝送交換主任技術者(特例試験)

問１ 電気通信用光デバイスに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、レーザについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したもの

を、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

レーザ発振器は、基本的に、気体、液体あるいは固体から成るレーザ媒質と励起エネルギー

源と単独又は複数の離散的な発光波長を得るための (ア) により構成される。レーザ媒質

は、エネルギーを励起されることにより、一種の (イ) として動作する。原子や分子の系

でこの状態を作るためには、エネルギーの上準位と下準位の原子数において、上準位は、下準

位より多くなる必要がある。この分布は、 (ウ) といわれる。

レーザ媒質には、種々のものがあるが、電気通信用としては、主に、 (エ) が用いられ

る。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 光フィルタ ② 横モード ③ 反転分布 ④ 光合波器

⑤ 光分波器 ⑥ 縦モード ⑦ 半導体 ⑧ 平衡分布

⑨ 光増幅器 ⑩ 全反射 ⑪ ヘテロ接合 ⑫ 光共振器

⑬ 異常分布

(２) 次の問いの 内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、そ

の番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) 光変調器について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 光ファイバ通信システムにおけるレーザ光の変調方式には、直接変調方式及び

外部変調方式がある。長距離大容量伝送に最も適しているものは、直接変調方式

である。

② 外部変調方式の光変調器には、半導体導波路の吸収係数の変化を利用する電界

吸収型や、誘電体導波路の屈折率の変化を利用するマッハツェンダ干渉計型など

がある。

③ 長距離大容量の光ファイバ通信システムにおいて、一般に、多く用いられる変

調器として、ＬＮ(ニオブ酸リチウム)強度光変調器がある。

④ 光変調器の性能評価の一つに、変調信号のオン時とオフ時の光信号を強度比で

表した消光比がある。
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(ⅱ) 光増幅器について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 光ファイバ増幅器の飽和出力は、半導体レーザ増幅器と比較して高出力である。

Ｂ エルビウム添加光ファイバ増幅器は、主に、１.５μｍ帯における光信号の増幅に用いられ

る。

Ｃ 自然放出光は、半導体レーザ増幅器における雑音要因の一つである。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅲ) 光コネクタについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 通信用光コネクタには、ＳＣ型、ＭＴ型、ＭＵ型などがある。このうち、ＳＣ型、ＭＵ型

光コネクタでは、光ファイバを固定したフェルールがスリーブ内で対向し、光結合を行って

いる。

Ｂ ＭＴ型光コネクタは、一つのコネクタでの多心接続はできない。

Ｃ ＭＵ型光コネクタは、単心コネクタであり、主に、高密度装置実装用として用いられる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) 受光デバイスについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 逆バイアスを加えたｐｉｎホトダイオードに、光を照射すると電流が発生す

る。

② ｐｉｎホトダイオードの高周波特性を向上するための方法として、空乏層の

幅を広げる方法がある。

③ アバランシホトダイオードは、ｐｉｎホトダイオードと比較してＡＳＥ特性

が優れている。

④ アバランシホトダイオードは、半導体中でのなだれ増倍現象を利用するため、
．．．

ｐｉｎホトダイオードと比較して動作電圧を高くする必要がある。



伝3

問２ ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送システムに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送システムについて述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送システムは、ＩＰネットワークにおける高速ルータやＡＴＭ装置な

どのインタフェースとして広く採用されている。

ＳＤＨの基本的な多重化単位であるＳＴＭ－１フレームは、バイト単位から成る (ア)

の基本配列から構成され、フレーム同期のための固定ビットパターン情報、伝送符号誤り監視

情報、伝送路の自動切替情報などの情報が設定される (イ) がある。

ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送システムにおけるデータ信号の多重化に当たっては、低速データを

収容したコンテナに、誤り監視、警報転送などに用いられる (ウ) が付加されたＶＣが形

成される。ＶＣの先頭位置を指定するなどの機能を有するポインタは、 (エ) ポインタと

いわれる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ８行２６０列 ② ９行２６１列 ③ ９行２７０列

④ ９行２７１列 ⑤ ＡＵ ⑥ ＤＭＴ

⑦ ＦＤＭ ⑧ ＬＯＰ ⑨ ＯＮＵ

⑩ ＰＯＨ ⑪ ＱＯＳ ⑫ ＳＣＭ

⑬ ＳＯＨ

(２) 次の問いの 内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、そ

の番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) ＳＤＨ伝送システムにおけるオーバヘッドの機能について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(オ) 。

Ａ Ｍ１バイトは、端局中継装置相互間の符号誤り情報を、対向する装置に転送するために用

いられる。

Ｂ Ｂ１バイトは、パスの誤り監視・性能情報を転送するバイトであり、このバイトをモニタ

することにより、符号誤り率の推定が可能となる。

Ｃ Ｊ１バイトは、パストレースを示すバイトであり、パスの誤接続などの検出に用いられる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) ディジタル多重化技術に用いられるＳＤＨ／ＳＯＮＥＴについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴは、同期多重化方式であり、ＡＴＭ信号など階梯化された速度の回線

を多重・伝送することが可能である。

Ｂ ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴにおけるフレーム同期は、セクションオーバヘッドに含まれるＡ１及

びＡ２バイトを１フレーム長分(１２５ μs )ごとに照合し、ビットパターンの一致又は不一〔 〕

致を確認することにより行われる。照合の結果、符号誤り等により、一回の不一致を検出す

ると、ハント状態へ遷移する。

Ｃ ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴは、保守運用性に富んだインタフェース構造が採用されており、伝送

路区間のオンライン監視が可能なことから、ネットワークの高機能化・高信頼化を実現でき

る。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅲ) ＳＤＨ伝送システムの管理について述べた次の文章は、 (キ) が正しい。

<(キ)の解答群>

① ＡＤＭリングシステムでは、ＶＣ－３、ＶＣ－４の伝送パスを高速リング伝送

路から分離することはできない。

② 一般に、ＢＬＳＲ方式を用いるＡＤＭリングシステムでは、故障時などにおい

て予備系伝送路へ切り替えた場合、ＵＰＳＲ方式と比較して主信号の伝搬遅延が

少ない。

③ 伝送網の信頼性と保守運用性の維持・向上を図るため、伝送路システムでの故

障発生時における自動切替方式として、トランザクション処理方式がある。

④ ＡＤＭリングシステムでは、リング内の伝送パスの設定、ＡＤＭの監視・制御

など、システム管理装置として、リング監視制御装置がある。

(ⅳ) ＳＤＨ伝送装置について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＳＤＨ伝送システムは、中間中継器の出力を増加し、中継間隔を拡大することが可能であ

り、中継間隔が最大６４０ kｍ の方式が実用化されている。〔 〕

Ｂ 光増幅器を用いた線形中間中継装置は、伝送路における伝送速度に依存しないため、２.４

Ｇ形あるいは１０Ｇ形光伝送方式の中継器として使用することが可能である。

Ｃ 高速ＳＤＨインタフェースとしてのＡＤＭリングシステムでは、パスを切替える場合、瞬

断を伴う切替方法のほか、無瞬断による切替方法もある。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ イーサネットに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ギガビットイーサネットでの媒体、符号化方式等の概要について述べたものであ

る。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＵＴＰケーブルを用いる１０００ＢＡＳＥ－Ｔギガビットイーサネットで は、１００ＢＡＳＥ

－ＴＸと同様の (ア) ｍ 伝送を実現するために、様々な工夫がされている。１００ＢＡＳＥ〔 〕

－ＴＸでは、非シールドより対線２対を用いて信号の送受信を行っているが、１０００ＢＡＳ
．．

Ｅ－Ｔでは、非シールドより対線 (イ) 対を用い、送信信号と受信信号は多重化されて全
．．

二重通信が行われる。

また、データを効率的に信号線に分配・送信するため、１０００ＢＡＳＥ－Ｔでは、 (ウ)

といわれる新しい符号化方式が用いられている。 (ウ) 符号化方式において、送信データ

は、 (エ) 値４組シンボルに変換され、さらに、それぞれの値をランダム関数を用いて変

換し、ＵＴＰケーブルのＤＣバランスを整えた上で送信される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

⑤ ５ ⑥ ８ ⑦ １０ ⑧ １００

⑨ ５００ ⑩ １,０００ ⑪ ２,０００ ⑫ ８Ｂ１０Ｂ

⑬ ８Ｂ１Ｑ４ ⑭ Ｂ８ＺＳ ⑮ ＤＰＣＭ ⑯ ＨＤＢ３

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

イーサネットの基本的な技術などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ アクセス制御方式であるＣＳＭＡ／ＣＤ方式において、データを送信する端末機器がデー

タのコリジョンを検出するために必要な最小時間は、スロットタイムといわれる。

Ｂ スイッチを用いたネットワークでは、各ポートがポイント・ツー・ポイント接続になるた

め、ポートごとに異なるデータ伝送速度を設定することができる。

Ｃ １０ＢＡＳＥ－Ｔでは、１Ｂ／２Ｂ符号化方式(マンチェスタ符号)を用いた、２値信号の

バースト伝送が行われる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

イーサネットの特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ １００ＢＡＳＥ－ＦＸでは、カテゴリー５のＵＴＰケーブルが用いられ、伝送符号として

８Ｂ６Ｔ符号が用いられている。

Ｂ １００ＢＡＳＥ－ＴＸにおけるデータの符号化方式は、４Ｂ／５Ｂ方式が用いられており、

データの伝送速度を１２５ Ｍbit/s のビットレートで実現している。〔 〕

Ｃ １０００ＢＡＳＥ－Ｘでは、伝送媒体として光ファイバケーブルのほか、短距離伝送用と

して２心平衡型同軸ケーブルを使用する場合もある。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.３に規定されるイーサネットのＭＡＣフレームについて述べた次の文章のう

ち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＭＡＣフレームでの送信元アドレス及びあて先アドレスには、４８ビット構成

のもののほかに、１６ビット構成のものもある。

② ＦＣＳは、プリアンブル及びＭＡＣアドレスを除くＭＡＣフレームの符号誤り

検出用フィールドである。

③ プリアンブルは、ＭＡＣフレームの受信時に同期を確立するためのフィールド

であり、ＳＦＤ(Start Frame Delimiter)を除いて、７バイトから成る。

④ ユーザデータフィールドは、ＭＡＣの上位層のユーザデータを格納しており、

ユーザデータフィールドの大きさは、４６～１,５００バイトの可変長である。
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

イーサネットのオートネゴシエーション機能について述べた次の文章のうち、誤っているもの

は、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① １０００ＢＡＳＥ－Ｘでは、オートネゴシエーション機能により、通信スピー

ドの設定を行うことができる。

② オートネゴシエーション機能を備えた端末機器は、オートネゴシエーション機

能を備えていない端末機器との接続時におけるリンク確立のために、パラレルデ

ィテクト機能を備えている。

③ ＵＴＰケーブルを用いたイーサネットにおけるオートネゴシエーションは、

ＦＬＰ(Fast Link Pulse)信号の送受により最適な通信モードを自動的に設定す

ることができる。

④ 光ファイバケーブルを用いた１０００ＢＡＳＥ－Ｘでは、同じ方式の間(１０００

ＢＡＳＥ－ＳＸ同士、１０００ＢＡＳＥ－ＬＸ同士)でのみ、オートネゴシエーション

が実行される。
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問４ ＩＰ－ＶＰＮに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＬＡＮ間接続とＩＰ－ＶＰＮの概要について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

企業等が複数の拠点のＬＡＮを相互に接続し、ネットワークシステムを構築する場合、ＬＡＮ

相互間を接続する方法として、 (ア) 方式や (イ) 方式等に大別することができる。

(ア) 方式は、ＬＡＮ間接続の回線の帯域をすべて用いることができ、伝送距離に応じ

て料金が決められる。この方式では、信頼性の高いネットワークを構築することが可能である

が、全国的な広域ネットワークを構築するためには多額の経費を必要とする。

一方、 (イ) 方式は、通信事業者が提供するネットワークを複数ユーザで共有する方式

である。ＬＡＮ間接続に、フレームリレーサービスなどを用いた場合には、呼設定手順を使用

し、通信拠点相互間に (ウ) といわれる経路の設定が必要なときがある。

また、最近、広く用いられつつあるＩＰ－ＶＰＮは、ＩＰパケットを転送するためのネット

ワークであるが、ＩＰプロトコル以外のパケットについても、 （エ） 機能を用い、ＩＰヘ

ッダを付加することにより、ＩＰデータのように見せかけてインターネット上を送受信するこ

とが可能となっている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＦＴＴＨ ② ＯＳＩ ③ ダイヤルアップ回線

④ Ｘ.２５ ⑤ 共通線信号 ⑥ 公衆網

⑦ トンネル ⑧ 認 証 ⑨ ファイアウォール

⑩ フィルタリング ⑪ 加入者回線 ⑫ レイヤ１

⑬ レイヤ２ ⑭ レイヤ３ ⑮ 専用線

⑯ バーチャルサーキット

(２) 次の問いの 内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、そ

の番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) ＩＰ－ＶＰＮの特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＩＰ－ＶＰＮは、バックボーン伝送にフレームリレーやＡＴＭが用いられ、

ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層(レイヤ２)のプロトコルが使用されることか

ら、レイヤ２ＶＰＮともいわれる。

② ＩＰ－ＶＰＮの利用は、通信事業者の提供するネットワークまで、ＡＤＳＬな

どのアクセス回線を用いて接続する。

③ オープンなネットワーク上でＶＰＮを構築する場合には、通信するデータを暗

号化するなど安全性の向上対策が必要である。

④ ＩＰ－ＶＰＮの通信ネットワークの伝送品質は、情報損失率(エラー率)、遅延

時間などのパラメータにより決定される。
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(ⅱ) ＩＰ－ＶＰＮ及びＭＰＬＳ－ＶＰＮについて述べた次の文章は、 (カ) が正しい。

<(カ)の解答群>

① コアスイッチは、ＩＰアドレスを用いてレイヤ３スイッチングを行い、エッジ

スイッチは、ラベルの記述内容を用いてレイヤ２スイッチングを行うものである。

② ＩＰネットワークでは、通信事業者間の相互接続のネットワーク経路情報を交

換するために用いられるプロトコルとして、ＳＭＴＰがある。

③ ＭＰＬＳ－ＶＰＮでは、ネットワーク内の特定のルートのみにトラヒックが集

中することを避ける機能として、ＮＡＴ(Network Address Translation)機能が

ある。

④ ＭＰＬＳ－ＶＰＮでは、ネットワークの入口エッジスイッチにおいて、出口

エッジスイッチを示すためのラベル情報がＩＰパケットに付加される。

(ⅲ) ＭＰＬＳ技術の特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ラベル情報は、レイヤ２ヘッダ内の既存のフィールドに設定される場合とラベル情報を設

定するために新たにレイヤ２ヘッダとレイヤ３ヘッダの間にフィールドを定義する場合があ

る。

Ｂ ＭＰＬＳヘッダ(シム・ヘッダ)には、ＩＰヘッダが含まれており、ＩＰヘッダ情報により

転送先を判断する。

Ｃ ＭＰＬＳを実現するため、エッジスイッチは、ＩＰパケットのヘッダ部にあるアドレス情

報やポート番号などを識別し、この情報をコード化して網内へ転送する。網内では、この情

報を参照することによりパケットの優先度に応じたスイッチングが行われる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) ＩＰネットワークで用いられるＭＰＬＳ技術について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＭＰＬＳ網におけるＩＰパケットは、ＬＳＰ(Label Switching Path)といわれる仮想的な

通信路上を転送される。

Ｂ ラベルが挿入されたパケットを、さらに別のラベル情報でカプセル化し、複数のラベル情

報をパケットに挿入する技術は、ラベル・スタックといわれる。

Ｃ ＭＰＬＳ網においては、網の外に、同一のプライベートＩＰアドレスを使用している複数

のエンド・ユーザが存在している場合においても、インターネットを介した企業内通信が可

能である。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問５ ＩＰネットワークに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＰネットワークについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も

適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

インターネットなどにおけるデータ需要の急速な増加やアクセス回線のブロードバンド化に

伴い、大容量のトラヒックを効率的に中継するＩＰネットワークでは、中継方式として、ＩＰ

over ＡＴＭ、ＩＰ over ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴなどのポイント・ツー・ポイント型のＷＡＮ回

線や (ア) を用いた広域ＬＡＮによるマルチポイント型の伝送システムが用いられている。

ＡＴＭは、 (イ) Ｍbit/s の高速インターフェースを有し、データを５３バイトの固定

長の情報単位であるＡＴＭセルに分割して、ＶＰ(Virtual Path)、ＶＣ(Virtual Channel)を用

いた論理多重分離を行うため、低速から高速までの情報転送速度を実現できる。

また、ＩＰネットワークにおいて、ギガビット級のインタフェースを有するルータやスイッ

チなどを収容するため、波長が (ウ) μｍ帯の光信号を５０～２００ ＧＨz ごとに並べて

数十～数百の光信号を１心の光ファイバケーブルに多重化する (エ) 方式が用いられてい

る。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ０.８ ② １.３ ③ １.５ ④ １５６

⑤ ３１１ ⑥ １,５００ ⑦ ＦＤＭ ⑧ ＴＤＭ

⑨ ＩＳＰ ⑩ イーサネット ⑪ ＷＤＭ ⑫ ＣＤＭＡ

⑬ ＡＤＳＬ ⑭ マルチキャスト

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＴＣＰ／ＩＰなどについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＴＣＰ／ＩＰプロトコル群には、トランスポートプロトコルであるＴＣＰ、ＵＤＰのほか、

インターネットプロトコルであるＩＰ、ＳＭＴＰ、経路制御プロトコルであるＲＩＰ、ＯＳ

ＰＦ、アプリケーションプロトコルであるＨＴＴＰ、ＩＣＭＰなどがある。

Ｂ ＴＣＰは、コネクション型の通信形態のプロトコルであり、エンド・ツー・エンド間にお

いて、パケットの応答確認・再送、ウィンドウ制御、フロー制御などの機能が定められてい

る。

Ｃ ＵＤＰは、ＯＳＩ参照モデルのトランスポート層に対応するプロトコルであり、トランス

ポート層でのアプリケーションの識別を行うため、チェックサム機能が定められている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークのバックボーン伝送方式について述べた次の文章は、 (カ) が正しい。

<(カ)の解答群>

① ＩＰ over ＡＴＭは、ＩＰパケットをＡＴＭアダプテーション層とＡＴＭ層にお

いてセル化し、ＡＴＭのセルとして転送する方式である。ＡＴＭ層では、制御情報

としてＩＰパケットの前にヘッダ、後にトレイラが付加される。

② ＩＰ over ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴは、ＩＰパケットをＰＰＰ(Point to Point

Protocol)フレームに収容し、ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送路で転送する方式であり、

ＰＯＳ(Packet Over SONET/SDH)インタフェースがＩＰルータに備えられる。

③ ＩＰ over ＷＤＭでは、伝送効率の改善や設備の経済性を図るため、ＳＤＨ／

ＳＯＮＥＴを用い、ＳＤＬ(Simple Data Link)など、フレームのヘッダがフレーム

長フィールドのみという簡単な構造の固定長フレームを用いる方式がある。

④ ＩＰ over イーサネットは、ＩＰパケットをイーサネット上で転送する方式であ

る。また、イーサネット上での１フレームの扱える標準的なデータ長は、一般に、

最大４,０９６バイトである。

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークで広く用いられている中継用機器の機能について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① レイヤ２スイッチは、ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層で動作する中継用

機器である。

② レイヤ２スイッチは、パケットの先頭にあるヘッダに格納されているＭＡＣ

アドレス情報などを用いて、スイッチング処理を行う。

③ レイヤ３スイッチは、パケットのアプリケーションヘッダに格納されている

ＩＰアドレス情報を用いてＩＰルーチング処理を行う。

④ ＩＰデータグラム(ＩＰｖ４)には、ネットワーク内に存在できる最大時間を

示すＴＴＬ(Time To Live)といわれるフィールドがある。このＴＴＬは、最大

２５５であり、一つのゲートウエイを通過するごとに、その値が１以上ずつ減

少し、 ０ になるとそのパケットは廃棄される。
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰアドレスとルーチング制御について述べた次の文章は、 (ク) が正しい。

<(ク)の解答群>

① ＩＰアドレスは、３２バイトで表されるＩＰv４と１２８バイトで表される

ＩＰv６の体系がある。

② 個別のネットワーク内部で用いられるプライベートアドレスとインターネッ

トにアクセスするためのグローバルアドレスは、一般に、ＮＡＴ(Network

Address Translation)やＮＡＰＴ(ＩＰマスカレード)を用いて相互変換が行わ

れる。

③ ダイナミックルーチング制御は、一般に、小規模なＩＰネットワークへの適

用に有利であり、管理者による手作業でルーチングテーブルのデータ設定を行

う必要があるため、ルータなどの間においてルーチングプロトコルによる情報

交換処理のトラヒックは生じない。

④ ＯＳＰＦは、リンクステート型のルーチングプロトコルであり、ネットワー

ク内のそれぞれのルータは、最適なルーチングを行うため、異なる内容のルー

チングテーブルを有している。


